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●工事状況 定点写真

●壁の向こうは・・・？

●コラム《七夕飾り》

工事かわら版を毎月発行します。次回は8月下旬です。
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浜松医療センター様からのご講話

5階床の躯体工事が佳境を迎えました。上棟まで残
り3フロアです。8月には建屋北側の低層部の工事が
始まるなど、躯体工事も後半戦に差掛かりました。
内装工事では1階で間仕切壁工事と設備工事が進行

中です。部屋の形がわかるようになってきて、建屋
が構造物から機能を持った建築物へと変わっていく
ことを実感します。2階以降も1階を追いかけるよう
に内装工事が進みはじめ、現場の最盛期も近いよう
に感じます。
まだまだこれから夏本番暑い日々が続いておりま

すが無事故無災害で工事を進めていきます。

皆さまは、7月7日の七夕まつりにどのようなお願いごとをされ
ましたか？7月7日の夜はほんの少し雨が降ってしまいましたが、
七夕の雨は地域によっては織姫様の彦星様に逢えた喜びからくる
嬉し涙と捉えることもあるそう。素敵な考え方ですね。
当建設所でも作業員と現場監督で笹の伐採から始めて七夕飾り

の製作を行いました。短冊は工事関係者だけでなく、医療セン
ター関係者様や入院中の子どもたちにも書いていただきました。
いろいろな方からの願いが込められた七夕飾りになりました。
織姫様と彦星様のお互いに逢いたいという願いが叶ったように

皆様の願いが叶った七夕であることを願っております。

7月5日、浜松医療センター様に建設現場でのケガ
に対する初期対応についてご講話をいただきました。
専門家から直接お話を伺える貴重な機会ですので、
作業員を含めた全員で参加させていただきました。
建設現場では時として危険を伴う作業を行わなけ

ればならないことがあります。事前に安全対策や検
討を行い、危険を取り除くべく努めるものの、作業
員がケガをすることがあります。その際に適切な初
期対応をすることにより、ケガの程度を緩和したり、
時には命を救うことにもつながります。
正しい知識を得る機会をいただけましたこと、医

療センター様に心より感謝申し上げます。
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